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母親 の『母乳育 児の理 由』尺度 の作成
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Abstract: 
 The present study aimed to develop a scale to clarify what mothers consider important about breastfeeding before 
going on to breastfeed or to stop breastfeeding; in other words, their "reasons for breastfeeding". The scale was based 
on "a Reasons model" that proposed "three levels of  'reasons' for  'positive feelings',  'sense of burden' toward 
particular health actions when deciding on a health action, and the effects these reasons have on  'intention'. Subscale 
items were extracted from interviews of mothers and previous studies regarding factors affecting the establishment 
and continuation of breastfeeding. After conducting a preliminary study, the main survey was conducted on 214 
mothers at 1-month postpartum at one birth facility. Exploratory factor analysis was conducted for each level of 
positive feeling and sense of burden and ultimately 31 items of positive feelings and 30 items of sense of burden were 
selected. Scale reliability was assessed using Cronbach's a for each level (positive feelings, 0.80-0.86; sense of burden, 
0.67-0.84) and moderate to high internal consistency was confirmed. Known-groups analysis was performed for two 
groups of mothers with different feeding methods to evaluate construct validity. High scores were obtained for positive 
feelings for the group that was breastfeeding only (Z=-2.248--3.774,  p<0.001-0.05) and for sense of burden for the 
group that was supplementing each feeding with formula (Z=-2.268--3.053,  p<0.01-0.05), thereby demonstrating 
discriminant validity.
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要 旨:
本 研究 は,『母乳育 児の意思 』を決定 す る様 々な理 由がそ の母 親 に どの くらい重要 であ るのか,す なわ ち母 親の
『母 乳育児 の意思 』を決定 す る際の理 由を構成 す る概念 を明 らか にす る尺度 の作成 を 目的 とした。 母親 たちへの
イ ン タビューや,母 乳育児 の確立 や継続 につ いての先行 研究 か ら下位 項 目を抽 出 し,予 備調 査後,一 産科施 設 で
の産 後1ヶ 月の母親214名 に本調 査を実 施 した。Reasonsmodelによる母 乳育児 の 『肯 定感』 とr負 担 感』 を,
質 的に異 な る1か ら皿の3つ の レベル 別 に探 索的 因子 分析 を行い,最 終 的に 『肯定 感』31項 目,『負担感 』30
項 目を採択 した。各 レベ ルのCronbac聴αは 『肯定感』0.80～0.86,『負 担感』0.67～0.84と中か ら高い 内的整
合性 が確認 され た。 また,授 乳方 法が異 な る2群 で既知集 団技法 を行 い,「完 全母乳 育児群」 は 『肯定感』 の得
点 が高 く(Z=-2.259～-3.774,p<0.001～0.01),「毎回人工 乳補足 群」 は 『負担感 』の得点 が高い ことか ら(Z
=-2.268～-3.053,p<0.01～0.05)判別妥 当性 が示 された。
キ ー ワ ー ド:母乳 育 児,母 親,意 思,感 情,Reasonsmodel
※順天堂大学大学院医療看護学研究科 ・医療看護学部
Department ofWomen's Health Nursing, Graduate School, Faculty of Health Care and Nursing, Juntendo University 
















































































































































































































『母乳育児 の理 由』仮尺度 の回答分布 の偏 りを精選
す る ことを 目的に,出 産後約1ヶ 月 の母親 を対象 に予
備調査 を実施 し,54名のデー タを分析 した。その結果,
r肯定感』か ら2項 目(『肯定感』 レベルH:2項 目)
を削除 した40項 目,『負担感』か ら6項 目(レベル1
とレベル 皿:1項 目ずつ,レ ベルH:4項 目)を削 除
した38項 目,合 計78項 目による 自作 の 『母乳育児 の
理 由』 尺 度 を作 成 した。 項 目削 除後 の 各 レベ ル の
Cronbac飴αは,『肯定感』は α=0.85～0.87,『負担





















問した。すなわち,出産歴,年 齢,最 終学歴,母 乳育


























入院 中に調査協力依頼 を した母親227名 中,他施設
へ の転院 な どの6名 を除い た221名から同意 を得 て調
査用紙 を配布 し,216名か ら回答を得た。内,多 くの
欠損値 を認 めた2名 を除外 した214名を分析 の対象 と
した(最終有効回答率94.3%)。対象 の平均年齢 は31.9
(SD4。6)歳,初産婦 と経産婦 は各107名,出 産週数






『負担感』の全38項 目中31項 目の平均点は1点 以
下だった。そのため,天井効果を平均値+1/2SD,床
効果を平均値一1/2SDと設定して全質問項目の回答




3.探 索的因子分析 による項 目の検討
『肯定感』 と 『負担感』 の1か ら皿の各 レベル の理
由の規定 に基づ く下位項 目を抽 出す るため,各 レベル
をそれ ぞれ1因 子 と設定 し,主 因子法 ・プロマ ックス
回転 による探索的 因子分析 を行 った(回 転前 の初期 の
固有値1.18～2.08,累積寄与率31.5～56.0%)。因子
抽 出のプロセスは,① 因子負荷量 が0.40以下 の項 目
を削除(『肯定感』1:1項 目,1工:2項 目,皿:3項
目,お よび 『負担感』1:2項 目,Hお よび】]1各1項
目ずつ),② 再度の因子分析において,『肯定感』 は因
子負荷量が0.40以下 の項 目を削 除1:1項 目,H:2
項 目),『負担感』 は因子負荷量 が0.35以下 の項 目を
削除(1工:1項目),③Cronbac飴αを算 出 し,項 目が
削除 され た場合 のCronbac飴α が削 除前 よ りも高 く
なるもの,も しくは変わ らない項 目(『肯定感』 皿:1
項 目,『負担感』H:2項 目)を 削除,④ 最終 的な因子
分析 を行い,『肯定感』の因子負荷量 は0。42以上,『負
担感』 の因子負荷量 は0.37以上 となった。最終 的に
『肯定感』は31項 目(1:9項 目,1工:15項目,皿:
7項 目)(表1),『負担感』は30項 目(1:7項 目,H:
13項目,皿:10項 目)(表2)を 採用 した。
4.『肯定感』内および 『負担感』内における レベル 間
の相 関
『肯定感』 『負担感』の1か ら皿の各 レベル の合計得
点 を用い て,『肯定感』内および 『負担感』内における
レベル 間のSpearmanの相 関係数 を算 出す る と,有 意
な正 の相 関(『肯定感』:rsニ0。52～0。67,p<0.01,
『負担感』:rs=0.70～0.79,p<0.01)が示 された。
5.内 的整合性 による信頼性 の検討
r肯定感 』 と 『負 担感 』 の1か ら皿の レベル 別 に
CronbachSαを算 出す る と,『肯定感』は0.80～0.86,
『負担感』 は0.67～0.84と,中程度 か ら高度 の内的
整合性 による信頼 性が確認 され た。
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表1 『母乳育児の理 由』肯定感の各 レベルの因子分析結果(因子数1・主因子法 ・プロマ ックス回転)
1項 目番号1質 問文1因 子負荷量
1£velI 33 母乳 で育った赤ちゃん は,アレルギー にな りにくいから 0.64
31 母乳育児をしている母親は,乳がんや卵巣がんにかかりにくいから 0.62
9項目 14 母乳をあげている期間が長いほど,私と赤ちゃんにとっていいことがあるから 0.60
累積 寄与率38.3% 16 母乳 で育った赤ちゃん は,感染症 になりにくいから 058





1£vel豆 19 私が母乳で育てたいことを,家族や友人が励ましてくれるから 0.64
18 私の母から,母乳で育てるように勧められるから 057
15項目 38 私の赤ちゃんは,私の母乳が好きだから 057
累積 寄与率26.6% 3 私の家族や友人に,母乳育児がうまくいった人がいるから 0.55











1£vel皿 4 母乳をあげていると,赤ちゃんとの絆が深まる感じがするから 0.83
34 赤ちゃんは母乳を与えられることによって,安心感や愛情を感じるから 0.78
7項目 39 赤ちゃんを母乳で育てることを通して,赤ちゃんのかわいさを実感するから 0.76
累積 寄与率49.2% 7 私 は、赤ちゃん に母 乳をあげていると,幸せな気分 になるか ら 0.72
Chronbach軍sα0.86 15 赤ちゃんにとって,母乳 は 自然 なものであるから 0.61
26 母親 になったら,赤ちゃんを母 乳で育てようと思 っていたか ら 0.60




表2『 母乳育児の理由』負担感の各 レベルの因子分析結果(因子数1・主因子法 ・プロマ ックス回転)
1項 目番号1質 問文1因 子負荷量
1。evelI 33 病院や専門家は,赤ちゃんを育てるには母乳しかないというように強制するので 0.69
36 母乳の中には,赤ちゃんに害を及ぼす成分が含まれているかもしれないから 0.60
7項目 38 私は医師から赤ちゃんに母乳をあげることができないと言われたから 051
累積寄与 率26.2% 18 ミルクを足した方がよいと,小児科医や助産師・看護師に言われたから 0.49
Chronbach'sα0,67 19 長く母乳をあげていると赤ちゃんが虫歯になるから 0.45
21 公衆の面前で,女性が母乳をあげることがよく思われていないと思うから 0.39
26 母乳はどのくらい赤ちゃんが飲んだか分からないから 0.37
1£velH 29 母乳をあげると乳腺炎などになりそうだから 0.66
32 私は,疲れた時や眠れないときは,母乳よりも自分の休息を優先したいから 0.65
13項目 13 哺乳ビンでミルクをあげる方が,自分が楽だから 0.64
累積寄与 率29.7% 4 私の乳房や乳首は,赤ちゃんに吸われると痛くなるから 056
Chronbach'sα0.84 37 母乳が染み出て服がぬれたり,においがするのが好きではないから 056
5 赤ちゃんに母乳をあげている間は、飲酒や喫煙が制限されるから 055
14 私 は,母乳をあげても赤ちゃんが 泣きやまないと,どうしていいか分 からなくなるので 054
16 私の 赤ちゃん は,私の乳 首か ら上手く吸ってくれないから 052
23 夫が赤ちゃんにミルクを飲ませたがっているから 051
15 私の 夫は,あまり母乳 育児 のサポー トをしてくれないから 051
7 赤ちゃんが哺乳ビンで飲めないと,他の人に預けられないから 050
27 私にはどうしても母乳で育てたいというこだわりはないから 0.46
9 夫が,赤 ちゃんが 泣くと怒るの で 0.43
1£vel皿 34 私 は,母乳育児 によっていらいらしたり、嫌な気分 になったりす るかもしれ ないので 0.73
31 私 は,自分が 赤ちゃん に母乳 をあげていることに,違和感 があるので 0.70
10項目 35 強すぎる母乳推奨のイメージに抵抗があるので 0.69
累積寄与 率35.1% 28 赤ちゃん を母乳 で育 てることは、私 には難しそうだから 0.64







25 私 は,赤ちゃんを母 乳で育てることは,母親 の 自己満足だと思 うので 0.43
n=214
6.GP分 析 による信頼性の検討






比較 を行 った。 その結果,す べ ての項 目において上位
群 が下 位 群 よ りも有 意 に 高 い 得 点 が 得 られ(p<
0.001),すべての下位項 目の信頼1生が確認 された。
7.既 知集 団技法 による妥 当性 の検討
母乳育児 に対す る認識 が異 なる と考 え られ る,児 に
母乳以外 の栄養 を与 えてい ない 「完全母乳育児群」(n
=58)と,現 在母乳育児 を していない,も しくは毎 回
人工乳 を補足 してい る 「毎 回人工乳補足群」(n=28)
の2群 で,各 レベル の合計得点 をMann-Whitney忌U
testで比較 を行 った。その結果,「完全母乳育児群」の
すべ ての レベル で 『肯定感』の得点 が高 く(Z=-2.259
～-3.774,pく0.001～0.Ol),「毎回人工乳補足群」の






























親たちの母乳育児の現状に合った,よ り多 くの 『母乳
育児の理由』を抽出する必要がある。 しかし一方で,
一般的な母乳のデメリットや他者からのネガティブな











































1.『母乳育児 の理 由』尺度 は,『肯定感』とr負担感』
の各下位尺度1か ら皿の3つ の レベル別Cronbac飴
αを算出 した ところ,r肯 定感』 の レベル1か ら皿は
0.80～0.86,『負担感 』 の レベル1か ら皿は0.67～
0.84と中程度 か ら高度の 内的整合性 による信頼性 が
確認 できた。
2.「完全母乳育児群」はすべての レベルにおいて 『肯
定感』 の得点 が高 く(Z=-2.248～-3.774,pく0.001
～0.05),「毎回人工乳補足群」はすべ ての レベル にお
い て 『負担感』の得点 が高 いこ とが示 され(Z=-2.268
～-3.053,p<0.01～0.05),既知集 団技法 による判別
妥 当性 が確認 され た。
以上 のこ とから,『母乳育児の理由』尺度 は一定 の信
頼性 と妥 当性 を有 し,『母乳育児の意思』を決定 する際
の,アンビバ レン トで質的に異な る母親一人一人の『母
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